
             

 
 

 

校長 大森 富美雄 

 

 年明けの１月５日に、二つ橋が瀬谷区から顕彰（けんしょう）さ

れました。顕彰とは、人知れぬ努力などを広く世間に知らせて表彰す

ることです。 

今回の顕彰は、二つ橋の生徒や先生たちが、地域の美化やお年寄り・

子どもたちとの触れ合いを、１６年間こつこつと続けてきたことに対

する、瀬谷区の感謝の気持ちです。 

 

皆さんは、卒業したあと社会に出ます。もしかしたら、努力がすぐに認められ、職場や周

囲の人たちから感謝されたり、ほめてもらったりすることもあるでしょう。でも、多くの場

合、努力はなかなか気づいてもらえないものです。自分の頑張りが気付いてもらえないと、

努力することがむだに思えて、周囲の人を恨んでしまったりするかもしれません。そんなと

きに役立つおまじないの言葉が「あきないあきない」です。「商い（あきない）」とは、商売

のことです。商売人が仕事を始めて、どうにか生活できるまでには、何年もかかります。つ

らいこともあるでしょうし、あきてしまうこともあるでしょう。昔から商売人は、仕事がう

まくいかないときに、「今はたいへんだけど、ここを乗り切ればきっと道はひらける！ だ

から今は、あきないあきない、あきないあきない」と心の中でとなえてきました。 

皆さんが社会に出たあと、仕事がつらかったり、努力が認めてもらえず嫌になってしまっ

たりしたら、ためしに「あきないあきない……」と心の中で繰り返してみてください。もし

かしたら、「もうちょっとがんばってみよう」と思えるかもしれません。そして、あきずに

がんばった結果が認めてもらえたとしたら、そのときの喜びの気持ちは、その後の皆さんに

とってかけがえのない宝物となるでしょう。 

皆さんが在学した最後の最後に二つ橋が顕彰されたということ、そして、その根底（こん

てい）に、実は「あきない、あきない」の精神があったことを忘れずに、社会に巣立ってく

ださい。 

 

皆さんの健闘（けんとう）をいのります。 

ご卒業おめでとうございます。
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○１年生 

入学して早 1 年が経とうとしています。今月は、初めての学習発表会で合唱を披露しました。

全員が大きな声で美しいハーモニーを響かせていました。他の学年の生徒からも「美しい声だった」

との感想をもらいました。次に 3 回目の職場見学会がありました。見通しが持てているので、帰

校後の宿題もスムーズに出せていました。忘れ物や失くし物など課題はありますが、挨拶や素直さ

など 1 年生の良さも見えてきました。さあ、2 年目の二つ橋ライフが始まります。今後、どのよ

うに成長するのか楽しみです。 

 

○２年生 

  ２月中旬に、相談日がありました。今までの学習をさらに発展させ、相談したい内容と、相談し

たい相手を事前に記入したう上で時間を設定しました。相談相手となる教員に事前に挨拶に行っ

たり、相談したい内容についてメモしたものを前日に渡したりしたので、「相談のしかた」につい

て学べる機会になったと思います。 

２月１２日からは選択授業が始まりました。希望職種や自らの課題等を明らかにし、たくさんの

人に相談しながら、自分で決めた授業です。２年生の３月まで、選択授業の時間が１週間に３回（６

時間）になります。「今日はこの力を伸ばそう」と目的意識を強くもち、一歩ずつ着実に成長する

ことを期待しています。 

 

○３年生 

学校で一番大切なことは何か？この 3 年間で何度となく生徒に問いかけてきたことです。生徒

たちは「友達」「人間関係」などとまじめに答えてくれました。どれも正解なのですが、あえて「ち

がう」と答えてきました。正解は「授業（学習）だ！」と。今の 3 年生には、そう言い切ってき

ました。「授業をしっかり受けられる生徒で、その他の事が問題になった生徒を私は見たことがな

い。」とも言いました。そして、卒業式が、最後の「授業」となります。さて、これから生徒達は

社会に出ていきます。社会に出た時に一番大切なことは何か？そう聞かれたらこう答えるつもりで

す。「もう私に聞かないでください。私達もあなたと同じ社会人ですから。」 

 

○保健室から 

  近隣の学校もインフルエンザなど感染症が流行したようですが、二つ橋ではそれほど大流行せ

ず、春を迎えられそうな予感がしています。食事・睡眠・運動は感染症予防に限らず、元気に働

き続けるためにはずっと大切にしてほしいことです。 

  3 年生は最後の学習発表会や卒業遠足も終わり、残すのは卒業式だけですね。先日 3 年生の生

徒が『旅立ちの日に』を弾いているのを聴き、なんだか寂しい気持ちになりました。卒業は喜ば

しいことなのに…。きっと卒業式でも私は別れが悲しいと思ってしまうでしょう。なのでいつか

どこかで「社会人がんばっているみたいだよ」という声が聞こえてきたら喜ぼうと思います。が

んばれ！応援しています。 

 

 

 

○「横浜市立二つ橋高等特別支援学校 Web サイト」  

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/ss/futatsubashikoto/ 
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